
（単位：百万円）

採択年度

総事業費 進捗率

うち工事費 進捗率

目標年度 用地費 進捗率

761 9%

155 52%

平成30年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事

業

名

番

号

箇

所

名

市

町

名

再

評

価

の

理

由

全体事業概要と目的

事業進捗状況

事業を巡る社会経済情勢等の変化
費用対便益分析結果・コスト
縮減の可能性・代替案の検

討 等
今後の事業の見通し～

事業進捗内容

①B/C＝24.67
全評価期間の費用・便益に
ついて社会的割引率を用い
て現在価値化した結果、便
益・費用ともに前回に比べて
それぞれ増加したが、評価
メッシュを細分化したことの
よる総便益の増加に比べ
て、橋梁事業費の見直しに
よる総費用の増加が上回
り、前回に比べてＢ／Ｃが若
干減少した。

②河床掘削等による発生土
を築堤工事に有効利用する
等しコスト縮減に努めていま
す。

③現在進めております河道
改修案以外では、一般的に
「ダム案」と「遊水地案」があ
りますが、『ダム案』について
は、流域の大部分が平地
で、ダムを設置する適地が
ありません。

『遊水地案』については、
流域周辺の開発が進んで来
ている中で、新たに用地を取
得することや、補償すること
は困難であり、事業期間も
長期化します。
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③

【全体事業概要】
全体事業費 9,032百万円
計画延長

（員弁川）   L=8,500m

・築堤工 V=  70,200m3
・掘削工 V= 659,100m3
・護岸工 L=  5,200m
・橋梁     N=          1橋
・頭首工 N=           2基
・用地補償N=        1式

治水安全度の向上
のため、継続して事
業の推進を図りま
す。

平成５０年度の完
成を目標として、引
き続き整備を進め
ます。

【事業目的】
員弁川沿川の浸水被害軽
減を目的とした築堤工、河
床掘削、護岸工等の施工に
よる河川改修をおこない、
流下能力を確保し、治水安
全度の向上を図ります。

Ｈ21

～

Ｈ50

916 10%

【実施事業内容】
・築堤工V=  31,240m3
・掘削工V= 27,200m3
・護岸工L= 554m
・用地補償N= 1式

【以降事業内容】
・築堤工V=  38,960m3
・掘削工V= 631,900m3
・護岸工L=  4,646m
・橋梁N= 1橋
・頭首工N= 2基
・用地補償N= 1式

(周辺環境の変化)
員弁川の下流域は、桑名市の市街地
が形成されており、東海環状自動車道
や新名神高速道路の開通などにより道
路網が集中する地域であり、依然とし
て治水対策の必要性が高い状況です。

また、平成12年に東海豪雨による大き
な浸水被害が発生し、近年も台風など
の集中豪雨の影響で、高水位の状況
が頻発しています。
想定氾濫区域内の資産状況および過
去の浸水被害の発生状況から、事業
の必要性は高いと考えています。



（単位：百万円）

採択年度

総事業費 進捗率

うち工事費 進捗率

目標年度 用地費 進捗率

856 16%

647 11%

平成30年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事

業

名

番

号

箇

所

名

市

町

名

再

評

価

の

理

由

全体事業概要と目的

事業進捗状況

事業を巡る社会経済情勢等の変化
費用対便益分析結果・コスト
縮減の可能性・代替案の検

討 等
今後の事業の見通し～

事業進捗内容

①B/C＝10.89
地盤高データを最新のもの
に更新し、より詳細な地形を
反映した結果、浸水エリアが
減少したことにより、被害額
が小さくなった結果、費用便
益比が低下したと考えられ
ます。

②河床掘削等による発生土
を築堤工事に有効利用でき
るか検討するなど、建設副
産物の発生抑制に努めてい
ます。更に、護岸材料、工法
を選定する際は、新技術等
の情報収集を行いコスト縮
減に努めています。

③流域内の開発が進んでい
る中で、遊水地として、新た
に広大な用地を取得するこ
とや、補償することは困難で
あるため、現在の河道改修
による計画が妥当と考えて
います。
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③

【全体事業概要】
全体事業費11,356百万円
計画延長

（安濃川）   L=11,100m
（岩田川）   L=6,300m
（三泗川）   L=1,100m

・築堤工 Ｖ=  222,600m3
・掘削工 V=1,046,400ｍ3
・護岸工 L=  3,364ｍ
・床止 2基
・橋梁 6橋
・サイフォン 1基
・用地補償 1式

治水安全度の向上
のため、継続して事
業の推進を図りま
す。

平成44年度の完成
を目標として、引き
続き整備を進めま
す。

【事業目的】
安濃川沿川の浸水被害軽
減を目的とした、河床掘削、
護岸整備等の施工による河
川改修を行い、流下能力を
確保し治水安全度の向上を
図ります。

Ｈ１５

～

Ｈ４４

1,503 13%

【実施事業内容】
・築堤工V=6,461m3
・掘削工Ｖ=12,900m3
・護岸工L=602m
・サイフォン 1基
・用地補償 1式

【以降事業内容】
・築堤工 V=  216,139m3
・掘削工 V=1,033,500m3
・護岸工 L=  2,762ｍ
・床止 2基
・橋梁 4橋
・用地補償 1式

(周辺環境の変化)
安濃川・岩田川の中・下流部は、JR

線、近鉄線や国道23号、国道165号沿
道を中心に市街地が形成されており、
依然として治水対策の必要性が高い状
況です。

また、昭和49年7月
の集中豪雨と平成16年9月の台風21号
で大規模な家屋浸水被害が発生して
おり、近年も台風などの集中豪雨の影
響で、高水位の状況が頻発していま
す。 想定
氾濫区域内の資産状況及び過去の浸
水被害の発生状況から、事業の必要
性は高いと考えています。



（単位：百万円）

採択年度

総事業費 進捗率

うち工事費 進捗率

目標年度 用地費 進捗率

819 57%

372 66%

平成30年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事

業

名

番

号

箇

所

名

市

町

名

再

評

価

の

理

由

全体事業概要と目的

事業進捗状況

事業を巡る社会経済情勢等の変化
費用対便益分析結果・コスト
縮減の可能性・代替案の検

討 等
今後の事業の見通し～

事業進捗内容

①B/C＝13.71
地盤高データを最新のもの
に更新してより詳細な地形を
反映した結果、浸水エリアが
減少したことにより、被害額
が小さくなった結果、費用便
益比が低下したと考えられ
ます。

②引堤に伴い架け替えを実
施する市道橋三渡橋につい
て、経済比較等を行い、最適
な工法を採用しています。

③ダム案については流域の
大部分が平地でダムを設置
する適地がありません。また
遊水地案についても、新た
に広大な用地を取得するこ
とや、補償することは困難で
あり事業期間も長期化する
ことから、現在の河道改修に
よる計画が妥当と考えてい
ます。
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③

【全体事業概要】
全体事業費2,005百万円

計画延長   L=1,600m

・築堤工 Ｖ=  8,266m3
・掘削工 V=54,321m3
・護岸工 L=  1,330m
・橋梁 1橋
・用地補償 1式

治水安全度の向上
のため、継続して事
業の推進を図りま
す。

平成４９年度の完
成を目標として、引
き続き整備を進め
ます。

【事業目的】
三渡川沿川の浸水被害軽
減を目的とした、河道拡幅、
築堤、河床掘削、橋梁架替
等により流下能力を確保
し、治水安全度の向上を図
ります。

Ｈ２０

～

Ｈ４９

1,191 59%

【実施事業内容】
・築堤工V=  2,830m3
・護岸工L=     144m
・橋梁 1橋
・用地補償 1式

【以降事業内容】
・築堤工V=  5,436m3
・掘削工Ｖ=54,321m3
・護岸工L=  1.186m
・橋梁 1橋
・用地補償 1式

(周辺環境の変化)
三渡川の下流域は、伊勢街道沿いに

発達した市街地となっており、依然とし
て治水対策の必要性が高い状況です。

昭和57年の浸水被害を始め、度々浸
水被害があり、近年では平成16年にも
浸水被害が発生したことを受け、地元
住民の治水事業への理解と関心が高
く、現在までに順調に事業が進捗して
います。

想定氾濫区域内の資産状況および
過去の浸水被害の発生状況から、事
業の必要性は高いと考えています。



（単位：百万円）

採択年度

総事業費 進捗率

うち工事費 進捗率

目標年度 用地費 進捗率

1,609 50%

71 11%

平成30年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事

業

名

番

号

箇

所

名

市

町

名

再

評

価

の

理

由

全体事業概要と目的

事業進捗状況

事業を巡る社会経済情勢等の変化
費用対便益分析結果・コスト
縮減の可能性・代替案の検

討 等
今後の事業の見通し～

事業進捗内容

①B/C＝1.３１
地盤高データを最新のもの
に更新してより詳細な地形を
反映した結果、家屋などの
資産が大きい地点への浸水
範囲が抑制されたことによ
り、被害額が小さくなった結
果、費用便益比が低下した
と考えられます。

②引堤工事による発生土を
堤防盛土等に有効利用し、
建設副産物の発生抑制に努
めます。更に、護岸材料、工
法を選定する際は、新技術
等の情報収集を行いコスト
縮減に努めています。

③ダム案については流域の
大部分が平地でダムを設置
する適地がありません。また
遊水地案についても、新た
に広大な用地を取得するこ
とや、補償することは困難で
あり事業期間も長期化する
ことから、現在の河道改修に
よる計画が妥当と考えてい
ます。
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③

【全体事業概要】
全体事業費3,945百万円

計画延長   L=1,000m

・築堤工 Ｖ=  8,528m3
・掘削工 V=20,910m3
・護岸工 L=  1,971m
・水門 1基
・橋梁 2橋
・用地補償 1式

治水安全度の向上
のため、継続して事
業の推進を図りま
す。

平成４９年度の完
成を目標として、引
き続き整備を進め
ます。

【事業目的】
百々川沿川の浸水被害軽
減を目的とした、河道拡幅
及び河床掘削、ネック点と
なっている水門改築、橋梁
架替等により流下能力を確
保し、治水安全度の向上を
図ります。

Ｈ２０

～

Ｈ４９

1,680 43%

【実施事業内容】
・護岸工L=53m
・用地補償 1式

【以降事業内容】
・築堤工V=8,528m3
・掘削工Ｖ=20,910m3
・護岸工L=1.918m
・橋梁 2橋
・用地補償 1式

(周辺環境の変化)
百々川の下流域は人家が密集してお

り、依然として治水対策の必要性が高
い状況です。

平成5年、平成12年、平成16年に浸
水被害が発生したことを受け、地元住
民の治水事業への理解と関心が高く、
現在までに順調に事業が進捗していま
す。

想定氾濫区域内の資産状況および
過去の浸水被害の発生状況から、事
業の必要性は高いと考えています。



（添付ファイル 第9号様式）

（単位：百万円）

完了年度 総事業費

前回
※4

前回
※4

最終 最終

【全体事業概要】
延長 Ｌ＝７，６００ｍ
幅員 Ｗ＝６．５（８．５）ｍ

主要構造物
トンネル ４本
橋梁 ５橋
松下ジャンクション

  鳥羽白木インターチェンジ H25 31,500

【事業目的】
第二伊勢道路を整備すること

により、現道の一般国道１６７
号や一般県道伊勢磯部線から
の交通流の転換（道路機能の
改善）、道路ネットワークの進展
による社会生活圏の拡大、利
便性向上などによる産業経済
の発展を支援、観光地としての
発展を支援、災害時の緊急輸
送道路機能の確保を図るもの
です。 H25 30,935

平成３０年度三重県公共事業事後評価箇所一覧表（県事業）

事

業

名

番

号

箇

所

名

市

町

名

全体事業概要と目的
採択年

度
事業の効果

事業の環境面への配慮
及び事業による環境の

変化

事業を巡る社会経済情
勢等の変化

県民の意見 今後の課題

道
路
事
業

502

一
般
国
道
１
６
７
号

（
第
二
伊
勢
道
路

）

鳥
羽
市
～

伊
勢
市

H8

■費用便益比
・Ｂ/Ｃ＝2.2

■その他の効果
・自動車専用道路ネット
ワークの拡がりにより志
摩地域へのアクセス性
が向上し、新たに旧浜
島町等がインターチェン
ジの３０分カバー圏域と
なりました。
・第二伊勢道路の開通
と同年に大型商業施設
が志摩市内に開業、周
辺市の住宅着工数は平
成26年以降に緩やかに
回復するなど、地域経
済の発展を下支えして
います。
・当該地域は県内にお
いて観光地として非常に
人気が高く、第二伊勢道
路の整備によってルート
選択肢が増え、周遊性
が向上し、入り込み客数
の増加に貢献していま
す。
・鳥羽市白木町と伊勢
市二見町松下を結ぶ路
線として第2次緊急輸送
道路に指定されていま
す。雨量規制を抱える一
般県道伊勢磯部線や津
波被災の恐れがある現
道の一般国道１６７号を
代替することが可能とな
り、地震等発災後の緊
急輸送における道路機
能が向上しました。

交通量の減少や渋滞
の緩和により，CO2（二
酸化炭素）排出量が
5,360t-CO2/年削減され
ました。

伊勢志摩地域は伊勢
神宮や英虞湾などを有
する国際観光都市で
す。平成28年に開催さ
れた第42回先進国首脳
会議（伊勢志摩サミット）
では、志摩市（賢島）が
サミットの会場となった
ほか、伊勢市内に国際
メディアセンターが設置
され、また各国首脳が伊
勢神宮を参拝されるな
ど、志摩半島一帯が国
際観光都市としての注
目を浴びました。

第二伊勢道路は、伊
勢・鳥羽・志摩のそれぞ
れの地域の魅力をつな
ぎ、周遊性を向上させる
機能をもっており、観光
都市としての更なる魅力
向上と地域活性化に寄
与するものと期待されま
す。

一般国道１６７号沿線
の鳥羽市大明東町や志
摩市磯部町などの計１０
町の地域住民へアン
ケートを配布するととも
に、道路利用者に対して
ＷＥＢアンケートを実施
しました。住民アンケー
トは３，０１６通を配布
し、８１６通のご回答をい
ただきました。ＷＥＢアン
ケートにおいては、４００
名の方からご回答を得
られました。

第二伊勢道路の整備
については、地域住民
の８５％、道路利用者
（三重県下）の７４％が
満足と回答しています。

また、関係機関へのヒ
アリングを実施し、次の
ような意見をいただきま
した。
・緊急医療、災害時の安
心感が増した。混雑及
び災害等により一般県
道伊勢磯部線の通行止
め時に有効性を感じる。
・現道の一般国道１６７
号・一般県道伊勢磯部
線に比べて交通事故な
どの安全性・安心感が
増した。
・一般国道１６７号・一般
県道伊勢磯部線におけ
る混雑が緩和した。

地域住民アンケートで
は以下の意見がありま
した。
①夜間照明の充実
②入口が判りにくい
③追い越し可能な区間
が欲しい
④中央分離帯が欲しい

夜間照明や標識は、
各種基準に基づき設置
を行っていますので、さ
らなる充実については、
交通事故の状況等を踏
まえ、今後、検討してい
きます。

追い越し区間の設置
については、平成27年
交通センサスにおいて
旅行速度が時速60㎞以
上となっていることから、
困難と考えます。

中央分離帯について
は、暫定二車線の高速
道路の土工部でワイ
ヤーロープの設置が進
められていますが、トン
ネル区間、橋梁区間が
多い第二伊勢道路での
ワイヤーロープの設置
は困難と考えます。



（添付ファイル 第9号様式）

（単位：百万円）

完了年度 総事業費

前回
※4

前回
※4

最終 最終

【全体事業概要】
延長 L=920ｍ
幅員 W=6.5（15.5）m

主要構造物
鈴鹿橋(245m)
高岡跨線橋(39m)

H24 5,840

【事業目的】
鈴鹿橋・高岡跨線橋の架け替

えにより耐震性・安全性を確保
するとともに、交通の円滑化に
よる利便性の向上、両側歩道
設置による安全・安心な通学路
等の確保を図るものです。

H25 5,275

事

業

名

番

号

箇

所

名

市

町

名

全体事業概要と目的
採択年

度

■費用便益比
・Ｂ/Ｃ＝3.2

■その他の効果
・老朽化した鈴鹿橋・高
岡跨線橋の架け替えに
より、耐震性・安全性が
確保されました。
・鈴鹿橋の幅員が広くな
り渋滞時の緊急走行が
しやすくなったため、鈴
鹿市一ノ宮地区では現
場到着時間や搬送時間
の短縮などの医療サー
ビスが向上しました。

県民の意見 今後の課題

平成３０年度三重県公共事業事後評価箇所一覧表（県事業）

事業の効果
事業の環境面への配慮
及び事業による環境の

変化

事業を巡る社会経済情
勢等の変化

鈴鹿橋を通行できるこ
とにより、CO2（二酸化
炭素）排出量が 680t-
CO2/年削減されまし
た。

一般国道23号中勢バ
イパスが現在国土交通
省において整備中です。

今後の一般国道23号
中勢バイパスの整備と
相まって、当地域の更な
る企業活動の活性化が
期待されます。

鈴鹿橋沿線の一ノ宮
地区（鈴鹿市）及び河原
田地区（四日市市）の地
域住民へアンケートを配
布するとともに、鈴鹿市
及び四日市市在住の道
路利用者に対してＷＥＢ
アンケートを実施しまし
た。地域住民アンケート
は2,639通を配布し、866
通のご回答をいただき
ました。ＷＥＢアンケート
においては、309名の方
からご回答を得られまし
た。

地域住民の88％、道
路利用者（鈴鹿市・四日
市市在住）の74％が満
足と回答しています。

また、関係機関へのヒ
アリングを実施し、次の
ような意見をいただきま
した。
・鈴鹿方面の渋滞が最
も改善されたと感じてい
ます。
・歩道が広がり車道近く
を歩かないでよくなった
ので安心感が増した。
・鈴鹿橋の幅員が広くな
り救急走行がしやすく
なった。

地域住民アンケートでは
次の意見がありました。①
信号機が増えて渋滞し、
一回の青時間で渡りきれ
なくなった。②渋滞時にゼ
ブラゾーンを長い距離、走
行する車両がいて危ない。
③橋の継ぎ目等に段差が
ある。④道路を計画してか
ら、開通までに時間がかか
り過ぎる。

信号機増加による渋滞
発生について、警察からは
信号現示を調整するだけ
では渋滞緩和の効果は期
待できないとの回答を頂い
ています。通学路の安全
確保等を目的に設置され
た信号機を減らすことは難
しいと考えています。

ゼブラゾーンの走行車両
や速度超過車両について
は、警察と協議し、必要に
応じて交通安全対策等を
検討していきます。

橋の継ぎ目等に大きな
段差を確認した場合は、速
やかに修繕を行ってまいり
ます。

事業完成まで時間がか
かり過ぎる点については、
事業の選択と集中を行
い、事業効果の早期発現
に努めてまいります。

道
路
事
業

503

一
般
県
道
四
日
市
鈴
鹿
線

（
鈴
鹿
橋

）

鈴
鹿
市

H11



（添付ファイル 第9号様式）

（単位：百万円）

完了年度 総事業費

前回※4 前回※4

最終 最終

【全体事業概要】
整地工A=107ha
道路工L=17.8km
用水路工L=16.7km
排水路工L=15.9km
幹線用水路工L=1.5km
集落道路・排水路工L=3.2km

H20 2,700

【事業目的】
当地区は松阪市の東部に位
置する穀倉地帯であるが、地
区内の水田・畑は不整形でか
つ狭小であることから、多大な
維持管理を要するなど、営農
に支障をきたしていました。
このような状況から水田の高
度利用を主体として、農業生
産性の向上、農業経営の合理
化を図ることを目的に、農業の
生産基盤である耕地の大区画
化、農道及び用排水路の整備
を行いました。

H24 2,725

平成３０年度三重県公共事業事後評価箇所一覧表（県事業）

事

業

名

番

号

箇

所

名

市

町

名

全体事業概要と目的
採択年

度
事業の効果

事業の環境面への配慮
及び事業による環境の

変化

事業を巡る社会経済情
勢等の変化

県民の意見 今後の課題

農
業
農
村
整
備
事
業

501
櫛
田
上

松
阪
市

H8

農地の大区画化や水
路、道路の整備を行うこ
とにより、大型機械が導
入され効率的な営農が
可能になり、田畑輪換に
よる小麦、大豆などの転
作も行えるようになりま
した。
用水路に関してもそれ
までの土水路からパイ
プラインやコンクリート製
品になったことにより維
持管理が軽減され、担
い手への集積も進展し
ました。
また、地区内の担い手
への集積面積は以下の
ように伸びています。
事業実施前 1.5%
計 画 37.7%
事業完了時
(平成24年度) 42.4%
平成26年度  44.9%
平成27年度  48.8%
平成28年度  50.0%
平成29年度  53.6%

B/C=1.05＞1.00

工事を行う際には低騒
音・低振動・排ガス対策
型建設機械を使用しま
した。

また、谷内田地域にホ
トケドジョウ、メダカ、ウ
キゴケ、ゴマシオホシク
サなどの希少生物の生
息が確認されたため、
事業実施中に生態系有
識者などに助言をいた
だきながら移植など希
少生物の保全を行って
います。
さらに本事業を契機とし
て、地域の多面的機能
支払いの活動組織「山
添きみどりネット」「豊原
南地区環境保全会」「安
楽地区環境保全会」な
どによる環境保全活動
が行われています。

平成13年度には土地改
良法においても「環境と
の調和に配慮すること」
が位置づけられ、環境と
の調和に配慮していな
い事業については、適
当とする旨の決定をしな
いこととされました。
また、農業を巡る社会情
勢としては、国の政策と
して、平成7年度に「主
要食料の需給及び価格
の安定に関する法律
（所謂「食糧法」）」により
米の流通規制が大幅に
緩和され、平成16年度
には「改正食糧法」によ
り米の流通がほぼ自由
化されました。
その他、「米の直接支払
い交付金」にて7,500円
/10aの交付金がありま
したが、平成30年度より
無くなりました。農家に
とっては厳しい状況が進
んでいます。

櫛田上土地改良区の組
合員１７３戸を対象にア
ンケート調査を実施し１
４１戸より回答を得まし
た。
・農作業が楽になった。
・用水路等の維持管理
が

楽になった。
・農地の貸し借りがしや

すくなった。
などの意見がありまし
た。

① 今後、整備した農業
用施設に対しては適切
な維持管理とともに、老
朽化が進んできた場合
は、農業用施設の長寿
命化を考えることが必要
と考えます。
② 営農組織の活用や、
農地中間管理機構の活
用などを推進し、集積を
はかることにより、低コ
ストを目指すことが必要
と考えます。
③ 「自然を大事に」と書
かれた方が複数おみえ
になるように、地域の方
にとっては大切な自然
環境なので自然に配慮
した事業を推進すること
が必要と考えます。


